
(単位:円）
項　目 実績額 摘　　　要

1 9,241,560 ◇モビリティハブの整備（１か所） 9,241,560
（駐輪場併設型バス停留所 ）
　大阪屋ショップ・中央小学校バス停
 別紙、写真のとおり
（①設計監理） 1,296,000
（②外構工事） 3,357,720
（③設置工事） 4,587,840

小　計 9,241,560

(単位:円）
項　目 実績額

1 0

2 2,218,480

南北循環線最適化業務検討業務委託 1,936,000
政策支援アドバイザー報償費・旅費 282,480

3 6,838,343

①バス停上屋の整備（設計） 486,000
　　　　〃　　 （工事） 4,785,000
　　　　〃　　 （サイン） 58,300
　　　　〃　　 （確認申請等） 48,000
②駐輪場開設（１か所） 495,000
③自転車の増車（５台） 367,402
　　　　〃　　（８台） 598,641

4 2,760,175

①ニュースレターの発行　 1,980,000
（年３回、15,000部／回、全戸配布）
　昨年度、協議会で参考配布
②ちょいのり黒部マニュアルガイド発行 146,850
（年１回、Ａ４伴両面、15,000部）
　別紙、参考配布資料のとおり
③市内公共交通マップの発行 633,325
（Ａ２伴片面、3,000部）
　別紙、参考配布資料のとおり

小　計 11,816,998

合　計 21,058,558

交通まちづくり創生事業内訳書

摘　　　要

次世代型交通システ
ム実証実験の検証

◇相乗り型タクシーの実証実験の結果から運行システム
の課題の抽出と整理及び将来の導入に向けた運行条件等
について整理する。

１　平成30年度（令和元年度へ繰越したもの）

２　令和元年度

※過年度の実証実験と検証を踏まえた結果、当面の間、
導入が見込めないと判断したため、事業を中止した。

モビリティハブの
増設

官民共同運行

◇南北循環線の成功路線化を目指し、最適なルート、ダ
イヤ設定、諸課題の解決に向けた運行方法の調査・検討
を行った。

モビリティハブ専用
公共自転車の増車、
モビリティハブの整
備等

◇バス停上屋設置による待合環境の改善と公共自転車に
よる移動利便の向上を図った。別紙、写真のとおり

モビリティマネジメ
ント・ブランディン
グ

◇各種広報媒体を活用し、幅広い年齢層を対象とした公
共交通の利用促進を図った。

資料５－２


